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文化芸術の新拠点が誕生

3.15
復興特集号復興特集号
MARCH.2021

石巻市イメージキャラクター

文化芸術の新拠点が誕生
マルホンまきあーとテラス（石巻市複合文化施設）

４月１日（木）開館
　マルホンまきあーとテラスは、大ホールと小ホール、活動室などを
備えた「芸術文化センター」と、市が所有する美術品 ・ 文化財などを
展示する「博物館」の二つの機能を持った、新たな石巻の文化芸術の
中心となる複合文化施設です。
　４月１日（木）に「芸術文化センター」が開館し、「博物館」は今秋開
館の予定です。

　現在はホールなどの一般使用の事前予約を受け付けていますが、
部屋によって貸出開始時期が異なりますので、ホームページをご覧
いただくか問い合わせください。

□申   ・ □問  　マルホンまきあーとテラス
　　　　☎98-5630　　　　　
　　□問  　市複合文化施設開設準備室（内線5063）

活 動 室 大 ホ ー ル 小 ホ ー ル
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石巻南浜津波復興祈念公園が
3月28日㈰に開園します

　「石巻南浜津波復興祈念公園」は、東日本大震災により亡くなられた方々の追悼、震災の記憶と教訓を後世へ伝承、国内外に向けた復興に対す
る強い意志の発信を目的に、南浜地区において、国、県、本市が連携して公園や施設を整備しました。� □問　基盤整備課（内線5513）

広場に一部遊具などを配置した多様な
利用ができる活動空間です。

伝承館は、東日本大震災の伝承に関する展示を通して、未来に起こりうる災害において一人一人が「自
らの生命は自ら守る行動」をとれるようになり、尊い命が失われることがないよう、震災の記憶と教訓
を伝える施設です。
□問 　県震災復興推進課　☎022-211-2443

約8,000㎡の中心的な広場です。

・がんばろう！石巻や南浜つなぐ館な
どの機能を移設します。

・市民による伝承活動など多様な主体
の参画、協働の中心的な場です。

公園全体を見渡せる築山です。

・市街地化する以前の風景であった池
や湿地を再生します。

・かつて存在し、人々の記憶にも残っ
ている松原（松林）を復元します。
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多目的広場 みやぎ東日本大震災津波伝承館

追悼の広場・祈りの場

市民活動拠点

一丁目の丘（築山）

池・湿地（善海田池）、松原

❹津波から命を守る
❺ともにつくる復興

❻「語り部」からの
　メッセージ

❸シアター
　「くり返さないために」

❷東日本大震災
を知る

❶つなぐ記憶

❼一人ひとりの記憶

❸シアター「くり返さないために」 ❹津波から命を守る

❺ともにつくる復興

❻「語り部」からの
　メッセージ

❷東日本大震災を知る

❶つなぐ記憶 ❼一人ひとりの記憶

科学的視点とリアルな映像で津波の恐ろしさ
を伝えます。

津波の歴史や津波のメカニズム
を紹介するほか、被災時の人々
の証言などを紹介します。

震災を経て生まれた、まちを元気
にし、立ち上がらせる取り組みや
施設、団体を映像で紹介します。

県内各地の
語り部活動
の様子を映
像で紹介し
ます。

東日本大震災の概要と県内被害を伝えます。

津波の歴史や震災前後の記憶を通し、被災の
大きさを伝えます。

震災当時から現在に至るまでのさまざまな立
場・視点の証言を映像で紹介します。

展示イメージ図

完成イメージ図

3月28日（日）　開館時間：午後3時～5時
　通　　常　　　開館時間：午前9時～午後5時
　　　　　　　　※最終入館は、いずれも午後4時30分
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中瀬公園

石巻かわみなと大橋
石巻中央排水
ポンプ場

網地島ライン
駐車場

南浜東１号線

南光湊線
門脇駐車場

門脇広場

北上広場
みやぎ東日本大震災
津波伝承館

北向地蔵
北上口

南浜
ポンプ場

石巻市南浜マリーナ

一丁目広場

門脇流留線

一丁目松原

日和大橋→

一丁目の丘祈念の杜
祈りの場

善海田池

善海田稲荷
追悼の広場

二丁目広場

三丁目広場四丁目北広場

四丁目松原

四丁目南広場

団地広場

雲雀野広場

雲雀野駐車場

雲雀野松原
雲雀野口

市民活動拠点

石巻市慰霊碑

聖人堀駐車場

日和が丘口
門脇口

日和山

石巻市震災遺構
門脇小学校

3月28日（日）
開園時間：午後1時30分～5時
通　　常
開園時間： 4月～9月午前9時～午後6時
　　　　　10月～3月午前9時～午後5時
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2 階大ホール エントランス

　東日本大震災で甚大な被害を受けた沿岸部の再生を目指し、市が雄勝町
雄勝字下雄勝の高台に整備した雄勝総合支所等複合施設が３月22日に開
所します。また雄勝体育施設（雄勝体育館・多目的運動広場、雄勝艇庫）は４
月１日（木）から供用開始となり、これにより雄勝中心部地区の全ての施設
整備が完了します。昨年５月にオープンした硯上の里おがつの「雄勝硯伝統
産業会館」と「雄勝観光物産交流館」に隣接しており、住民サービスの向上や
地域活性化の新たな拠点として、大きな役割を果たしていきます。
　雄勝総合支所等複合施設は、鉄骨造り２階、延べ床面積約2,316平方㍍。
１階には総合支所、雄勝郵便局および社会福祉協議会雄勝支所を併設しま
す。地域の特産品をＰＲするため、玄関の左右両側の外壁と雄勝郵便局側の
内壁の一部には雄勝石のスレートを使用しています。
　２階は雄勝公民館と図書館雄勝分館のエリアで、雄勝湾を一望する高台
の立地を生かした展望テラスや、北側にある雄勝中央復興住宅前の道路か
ら直接２階に行ける通路を設置しました。
　建物は高齢者や障害者も利用しやすいように、バリアフリー構造でエレ
ベーターも備えています。環境にやさしい自然エネルギーとして太陽光発
電を導入し、駐車場は20台分を確保しています。
　体育館は鉄骨造り２階で延べ床面積約850平方㍍。すぐそばには広さ
2,259平方㍍の多目的運動広場も整備されます。
　艇庫は鉄骨造り平屋で延べ床面積は約279平方㍍。カヌー、カヤック、
サップなどを置き、市民や観光客が海上から自然豊かな雄勝の風景を楽し
むことができます。� □問　雄勝総合支所地域振興課　☎57-2111

雄勝公民館　☎57-3052

雄勝総合支所等複合施設が３月22日㈪開所
体育館、艇庫は４月１日（木）供用開始

雄勝中心部地区拠点エリア

雄
勝
体
育
館

雄
勝
艇
庫

雄
勝
総
合
支
所
等
複
合
施
設
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平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
9月4月3月12月11月10月4月3月

住
宅
が
多
数
被
災

避
難
所
開
設

仮
設
住
宅
入
居
開
始

全
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所
を
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鎖

新
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地
土
地
区
画
整
理
事
業
初
の

起
工
式（
新
蛇
田
地
区
）
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内
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岸
部
の一部
を
災
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危
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区
域
に
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定※

半
島
沿
岸
部
高
台
住
宅
団
地
工
事
着
工

（
先
行
17
地
区
）

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業 

・ 

復
興
公
営

住
宅
に
関
す
る
事
前
登
録
開
始

既
成
市
街
地
土
地
区
画
整
理
事
業
住
居

系
初
の
工
事
着
工（
新
門
脇
地
区
）

半
島
沿
岸
部
高
台
住
宅
団
地
初
の
宅
地

供
給
開
始（
釜
谷
崎
地
区
）

復
興
公
営
住
宅（
市
整
備
）半
島
沿
岸
部

初
の
入
居
開
始

（
大
須
地
区
１
戸
、桑
浜
地
区
２
戸
）

復
興
公
営
住
宅（
市
整
備
）市
街
地
部

初
の
入
居
開
始（
栄
田
地
区
15
戸
）

新
市
街
地
土
地
区
画
整
理
事
業
初
の
宅
地

引
き
渡
し
開
始（
新
蛇
田・新
渡
波
地
区
）

新
市
街
地
６
地
区
の
新
町
名
が
決
定
し
、

新
蛇
田
地
区
で「
ま
ち
び
ら
き
」開
催

半
島
沿
岸
部
の
雄
勝
中
心
部
地
区
、相
川

地
区
、鮎
川
浜
地
区
造
成
工
事
完
了

半
島
沿
岸
部
の
河
北
地
区（
二
子
）

造
成
工
事
完
了

中
央
一
丁
目
地
区
で「
ま
ち
び
ら
き
」開
催

新
門
脇
地
区
で「
ま
ち
び
ら
き
」開
催

新
市
街
地
の
造
成
工
事
完
了

新
門
脇
地
区
工
事
竣
工
式

復
興
公
営
住
宅（
半
島
沿
岸
部
）整
備
完
了

復
興
公
営
住
宅（
市
街
地
部
）整
備
完
了

河
北
地
区（
二
子
）で「
ま
ち
び
ら
き
」開
催

湊
北
地
区
で「
ま
ち
び
ら
き
」開
催

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅  

全
入
居
者
退
去

み
な
し
仮
設
住
宅  

全
入
居
者
退
去

被
災
者
自
立
再
建
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定

復
興
公
営
住
宅（
借
上
型
）初
の
入
居
開
始

（
根
上
り
松
地
区
20
戸
）
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※）災害危険区域：居住の用に供する
建築物（住宅・アパート・ホテル
・民宿・児童福祉施設・医療施設
など）の新築・建替え・増改築を
禁止するもの。

被災当時からこれまでの取り組み・出来事
仮
設
住
宅
・
復
興
公
営
住
宅

市
街
地
部

半
島
沿
岸
部

▲北上中学校 ▲開成仮設団地 ▲二子復興住宅 ▲新西前沼第三復興住宅１・２号棟
▲仮設袋谷地東団地（解体前） ▲撤去作業の様子 ▲解体後

避難所は最大259カ所、避難者数
は最大50,758人に達しました。

▲被災当時の門脇地区

沿岸部の既成市街地では、津波により多く
の住宅が甚大な被害を受けました。

防災集団移転促進事業で整備した半島沿岸部の移転団地46地区65団地612区画は、平成29年中に全ての団地で宅地供給を完了しま
した。

▲被災当時の雄勝中心部地区 ▲釜谷崎地区

▲名振地区

▲桃浦地区

▲泊浜地区

▲雄勝中心部地区（令和２年11月時点） ▲二子地区（令和元年5月時点） ▲二子地区のまちびらき（令和元年 5月）

半島沿岸部では、集落ごとに高台や内陸に移転する団地の整備を急ぎました。

▲新門脇地区（着工前） ▲新門脇地区　竣工式典 ▲新門脇地区（令和２年11月時点） ▲新蛇田地区（平成30年9月時点）

新蛇田地区をはじめ６地区で新市街地の整備を行い、うち新蛇田南第二地区を除く５地区で被災された方の移転先となる住宅地を供給し、平成29年中に計画数1,360区画全ての
宅地供給を完了しました。
また、既成市街地においても５地区で区画整理を行い、平成30年度末までに1,162区画の引き渡しが完了しました。

最大でプレハブ仮設住宅に16,788人、
みなし仮設住宅に15,482人が入居し
ました。

復興公営住宅は、平成30年度末までに市街地部3,883戸、
半島沿岸部573戸全ての整備が完了しました。

令和２年１月時点で、プレハブ仮設住宅の全入居者が退去しました。
退去後の仮設住宅はすべて解体し、おおむね震災前の状態に戻しています。
令和２年度にみなし仮設住宅の入居者が全て退去し、全ての仮設住宅が解消しました。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
3月3月7月7月3月6月 10月11月11月10月5月 12月9月 8月 1月5月 11月住

ま
い
の
復
興

　

産
業
の
復
興

▲被災当時の魚市場（石巻売場） ▲魚市場（石巻売場）全景（全棟供用開始後） ▲復旧した牡鹿売場 ▲魚町排水処理施設

▲漁師学校の

▲様子

▼被災後の魚市場（牡鹿売場） ▼復旧した魚市場内

魚市場（石巻売場）は、全施設（水揚棟、海水浄化施設、
管理棟）が全壊しました。また、鮎川浜の牡鹿売場と製
氷冷蔵庫も被害を受けました。

▲被災当時の釜谷崎地区 ▲トマト ▲開所式の様子

▲オリーブの実

▲オリーブ畑
▲湊西地区

▲上釜南部地区

▲中央地区（整備後）▲須江地区（整備後）▲復旧した日本製紙㈱　石巻工場▲被災当時の中央地区▲石巻港立地企業の被災当時の様子

市全体の農地のうち、１，７７１ｈａが
冠水しました。

平成２８年８月に次世代施設園芸宮城拠点が完成し、
同年１１月より出荷が開始されました。

平成３０年５月に、次世代の農業従事者
を育てる「農業担い手センター」が開
所しました。

令和2年１１月に、北上地区、雄勝地区、河北地区、
牡鹿地区でオリーブ約519ｋｇを収穫しました。

産業系土地区画整理事業３地区（上釜南部
地区、下釜南部地区、湊西地区）のうち、湊西
地区、上釜南部地区は令和２年度に工事完
了。下釜南部地区令和３年度に工事完了予
定です。

石巻港をはじめ、沿岸部に立地していた事業所などが甚大な被
害を受けました。

平成２４年度に操業再開した日本製紙㈱
石巻工場をはじめ、被災した多くの企業
が操業を再開しました。

被災事業者の移転先として、須江地区
に約２１ｈａの大規模内陸型産業用地
を整備しました。

中心市街地での再開発事業などによ
り、商業店舗を整備しました。

魚市場（石巻売場）は、高度衛生管理された日本最大級の市
場として復旧しました。全面供用開始した平成２７年には、水
揚げ金額がほぼ震災前と同水準となりました。

魚市場（牡鹿売場）は、製氷
冷蔵庫とともに鮎川浜に復
旧しました。

魚市場（石巻売場）背後地の水産加
工団地のための共同排水処理施設
の災害復旧工事が、平成３０年９月に
完了しました。

漁業者の高齢化・担い手不足を受け、平成27
年11月より「水産業担い手育成事業」に取り
組んでいます。年に２回の１泊２日漁師体験の
ほか、移住者向けのシェアハウスの整備にも取
り組み、担い手の育成に努めます。

被災当時からこれまでの取り組み・出来事 漁業の復興と活性化

水
産
業

農
業

商
工
業
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平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度
3月 2月 6月 4月 10月 12月 4月 7月 9月 6月 9月 11月 3月 4月 5月 8月 1月 4月 5月 9月6月 11月 11月 11月 3月5月5月12月11月 12月
漁
港
、水
産
加
工
団
地
、商
店
、農
地
の

冠
水
な
ど
大
き
な
被
害

石
巻
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復
興
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い
商
店
街

（
仮
設
商
店
街
）開
設

石
巻
ま
ち
な
か
復
興
マ
ル
シ
ェ

（
仮
設
商
店
街
）開
設

桃
浦
地
区
に
て
、初
の
水
産
業
復
興
特
区

（
グ
ル
ー
プ
補
助
）認
定

北
上
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
供
用
開
始

水
産
物
地
方
卸
売
市
場
石
巻
売
場
工
事

開
始

蛇
田
地
区
、須
江
地
区
施
設
園
芸
団
地

営
農
開
始

６
次
産
業
化・地
産
地
消
推
進
セ
ン
タ
ー

設
置

産
業
系
土
地
区
画
整
理
事
業

初
の
工
事
着
工（
湊
西
地
区
）

北
上
地
区
で
新
た
な
特
産
品
と
し
て
の

オ
リ
ー
ブ
の
試
験
栽
培
開
始

水
産
物
地
方
卸
売
市
場
石
巻
売
場
全
棟

供
用
開
始

水
産
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
の
業
務
委
託
開
始

水
産
物
卸
売
市
場
牡
鹿
売
場・

牡
鹿
製
氷
冷
蔵
庫
完
成

北
上
地
区
で
オ
リ
ー
ブ
の
苗
木
250
本
を

定
植

牡
鹿・谷
川
浜
地
区
で
震
災
後

初
の
作
付
け
開
始

魚
町
水
産
加
工
共
同
排
水
処
理
施
設

災
害
復
旧
工
事
完
了

令
和
２
年
５
月
ま
で
に
、店
舗
の
移
転・再
建

等
に
よ
り
す
べ
て
の
仮
設
商
店
街
が
閉
鎖

北
上
地
区
な
ど
で
オ
リ
ー
ブ
収
穫

（
約
519
㎏
）

北
上
地
区
な
ど
で
オ
リ
ー
ブ
収
穫

（
約
84
㎏
）

令
和
２
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
市
管
理

漁
港
の
復
旧
が
完
了

石
巻
泊
浜
太
陽
光
発
電
所
営
業
開
始

大
川
地
区
施
設
園
芸
団
地
営
農
開
始

大
川
発
電
所
営
業
開
始

河
北
地
区
で
オ
リ
ー
ブ
の
試
験
栽
培
開
始

長
面
地
区
で
震
災
後
初
の
作
付
け
開
始

須
江
産
業
用
地
完
成

不
動
町
産
業
用
地
完
成

水
産
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
完
成

農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
開
所

北
上
地
区
で
オ
リ
ー
ブ
苗
木
1,150
本
定
植

オ
リ
ー
ブ
加
工
施
設
完
成

湊
西
地
区
産
業
用
地
完
成

上
釜
南
部
地
区
産
業
用
地
完
成

北
上
地
区
な
ど
で
オ
リ
ー
ブ
収
穫（
約
105
㎏
）

釜
谷
崎
地
区
で
次
世
代
施
設
園
芸

宮
城
拠
点
が
完
成

（
11
月
よ
り
出
荷
開
始
）

民
間
投
資
促
進
特
区

（
も
の
づ
く
り
産
業
版
）認
定

牡
鹿
鮎
川
浜
地
区
に「
お
し
か
の
れ
ん
街
」、

雄
勝
伊
勢
畑
地
区
に「
お
が
つ
店
こ
屋
街
」

（
い
ず
れ
も
仮
設
商
店
街
）開
設

１

2
3
4

5

6

7

8

9

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
再
生

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 令和元年度 令和２年度平成30年度
3月 5月 5月 4月 4月 4月 1月 6月 9月 12月 1月 3月 7月 4月 10月 5月 2月 3月 1月 2月8月 1月10月 12月
病
院
、福
祉
施
設
、学
校
な
ど
が

多
数
被
災

仮
設
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
が
業
務
開
始

ま
ち
の
保
健
室
事
業
を
開
始

地
域
包
括
ケ
ア
モ
デ
ル
事
業
を
開
始

子
ど
も
セ
ン
タ
ー「
ら
い
つ
」開
設

市
立
桜
坂
高
等
学
校
開
校

寄
磯
診
療
所
開
所

市
立
病
院
開
業

釜
・
渡
波
・
雄
勝
保
育
所
完
成

夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
開
業

雄
勝
診
療
所（
雄
勝
歯
科
診
療
所
）開
所

渡
波
中
学
校
移
転
新
築
校
舎
完
成

荻
浜
支
所
・
荻
浜
公
民
館
供
用
開
始

石
巻
駅
前
に
ぎ
わ
い
交
流
広
場
供
用
開
始

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
完
成

雄
勝
総
合
支
所・雄
勝
公
民
館
完
成

総
合
運
動
公
園（
第
３
工
区
）供
用
開
始

被
災
し
た
全
て
の
小
中
高
等
学
校
が
、

仮
設
や
間
借
り
校
舎
で
授
業
再
開

市
立
病
院
が
開
成
仮
診
療
所
で

業
務
開
始

橋
浦
・
吉
浜
・
相
川
小
学
校
を
統
合
し
、

北
上
小
学
校
が
開
校

湊
小
学
校
・
湊
第
二
小
学
校
を
統
合
し
、

現
湊
小
学
校
校
舎
で
再
開

み
な
と
荘
・
湊
こ
ど
も
園
の
複
合
施
設

オ
ー
プ
ン

東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

（
２
学
期
よ
り
給
食
を
提
供
）

平
成
28
年
12
月
ま
で
に
、被
災
し
た
す
べ
て
の

市
立
保
育
所
の
復
旧
工
事
が
完
了

雄
勝
小
学
校
・
雄
勝
中
学
校

移
転
新
築
校
舎
完
成

歩
行
者
デ
ッ
キ
お
よ
び
地
区
内
道
路

供
用
開
始

マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス

（
市
複
合
文
化
施
設
）完
成

雄
勝
体
育
施
設（
体
育
館・多
目
的
運
動

広
場・艇
庫
）完
成

平
成
29
年
度
ま
で
に
、被
災
し
た
教
育
施
設
は

現
地
復
旧
、統
合
、移
転
に
よ
り
再
建

平
成
28
年
度
ま
で
に
、被
災
し
た
す
べ
て
の

医
療
施
設
が
復
旧

湊
中
学
校
・
渡
波
小
学
校
が

現
校
舎
で
再
開

心
の
ケ
ア
事
業

（
か
ら
こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）を
開
始

北
上
に
っ
こ
り
地
区
拠
点
施
設（
北
上
小

学
校・北
上
総
合
支
所・北
上
公
民
館・放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ・こ
ど
も
園・河
北
消

防
署
北
上
出
張
所
）完
成

被災当時からこれまでの取り組み・出来事

医
療

福
祉

教
育

▲被災当時の市立病院

▲寄磯診療所
▲市立病院 ▲夜間急患センター ▲歩行者デッキ市立病院と併設の夜間急患センター

は、１階部分が壊滅的被害を受け、全
ての医療機能が停止しました。

▲被災当時の渡波保育所

市立保育所２９カ所中、全壊などによ
り９カ所の保育所が休止しました。

▲被災当時の吉浜小学校

市立幼稚園、小学校、中学校、
高等学校１６校が被災しました。

▲北上小学校開校式
一部の小・中学校では統廃合が行
われ、北上地区では橋浦・吉浜・
相川小学校が統合し、北上小学校
として開校しました。

▲市立桜坂高等学校
市立女子商業高等学校と
市立女子高等学校が統合
し、市立桜坂高等学校とし
て開校しました。

▲雄勝小学校・雄勝中学校
平成２９年７月に雄勝小学校・
雄勝中学校の移転新築校舎が
完成しました。

▲マルホンまきあーとテラス（市複合文化施設）
マルホンまきあーとテラス（市複合文化施
設）は、令和３年１月に完成しました。（令和
3年4月1日供用開始）

▲雄勝艇庫（令和 3年 4月 1日供用開始）
令和３年２月に雄勝体育施設（体育館、多目的
運動広場、艇庫）、雄勝総合支所・雄勝公民館
複合施設が完成しました。

▲避難所での健康相談の様子

被災者の健康を守るため、各避難所
で健康相談を行いました。

▲開催日の様子 ▲まちの保健室マーク
平成２５年４月より、商業施設などで看護師らによる
健康チェックや健康相談を実施しています。

▲渡波保育所
釜、渡波、雄勝の３保育所の工事が完了し、
平成２９年４月から開所しました。

▲ささえあいセンター
令和２年３月に、市立病院に隣接するささえあい
センターが完成しました。

市立病院は平成２６年に着工し、機材搬入
などを終え平成２８年９月に開業しました。

石巻赤十字病院敷地内に夜間急患セン
ターが開業しました。

令和元年５月に、市庁舎、市立病院、ささえあ
いセンターを結ぶ「歩行者デッキ」が供用開始
しました。

平成２８年１月に寄磯診療所が開所しました。

１
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観
光
の
復
興

市
街
地
部

半
島
沿
岸
部

イ
ベ
ン
ト

被災当時からこれまでの取り組み・出来事

▲被災当時の石ノ森萬画館
震災により、市街地部沿岸の観光施設は
甚大な被害を受けました。

▲被災当時の
　鮎川港発着所

▲被災当時の雄勝硯伝統産業会館 ▲サン・ファン館 ▲地引網の様子 ▲「cottu（こっつ）」 ▲おがつ・たなこや

▲Reborn-Art Festival 2019▲歓迎イベントの様子▲いしのまき復興マラソン▲ツール・ド・東北▲被災当時の立町地区

半島沿岸部の観光施設は、津波により甚大な
被害を受け、休館を余儀なくされました。

川開き祭りのメイン会場となる立町地区
も、大きな被害を受けました。

平成２５年度より１０年継続を掲げ開催して
おり、平成２９年には奥松島コースが新設
されました。

平成 27 年６月より、いしのまきシーサイド
マラソンから名称を変えて開催しています。

平成３０年９月「ダイヤモンド・プリンセス」の初
寄港に合わせ、歓迎イベントを開催しました。 令和元年にReborn-Art Festival 2019が

開催されました。

サン・ファン館は、復元船サン・ファン・バウ
ティスタが修復され、平成２５年１１月に営業
再開しました。

平成３０年７月に、北上白浜海水浴場がフル
オープンし、震災後初となる観光地引網も
行われました。

令和元年１０月に、観光物産交流施設
「ｃｏｔｔｕ（こっつ）」がオープンしました。

令和２年５月に、観光物産交流館「おがつ・
たなこや」がオープンしました。

▲オープン時のいしのまき元気いちば
中心部のにぎわいの拠点として期待される

「いしのまき元気いちば」が平成29年６月に
オープンしました。

▲かわまち交流センター「かわべい」
かわまち交流センター「かわべい」が
平成３０年９月オープンしました。

▲石巻南浜津波復興祈念公園
令和３年３月２８日に石巻南浜津波復興祈念
公園が開園します。

▲リニューアルオープンした石ノ森萬画館
石ノ森萬画館は、平成24年11月に
リニューアルし、再開しました。

１ 5 7 12

111062

3 4 8 9

平成
22年度

平成
23年度

3月 8月 7月 5月 7月 10月 8月 3月 5月 6月 7月 3月 4月 2月 7月 9月 10月 4月 8月 10月 5月 7月 3月6月 7月 11月11月10月 11月 12月
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

多
く
の
観
光
施
設
が
被
災

川
開
き
祭
り
を
規
模
を
縮
小
し
て
開
催

マ
ン
ガ
ア
イ
ラ
ン
ド
再
開

い
し
の
ま
き
大
漁
ま
つ
り
再
開

石
ノ
森
萬
画
館
再
開

北
上
復
興
市
を
新
た
に
開
催

金
華
山
定
期
航
路
一
部
再
開

網
地
白
浜
海
水
浴
場
再
開

お
が
つ
ホ
タ
テ
ま
つ
り
再
開

牡
鹿
鯨
ま
つ
り
再
開

サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
再
開

ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北
初
開
催

金
華
山
休
憩
所
完
成

旧
観
慶
丸
商
店
開
館

旧
観
慶
丸
商
店
再
開
館

か
わ
ま
ち
交
通
広
場
供
用
開
始

北
上
白
浜
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

お
し
か
ホ
エ
ー
ル
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

十
八
成
浜
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園
　
開
園

Reborn-Art Festival2019

開
催

北
上
観
光
物
産
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

渡
波
海
水
浴
場
・
北
上
白
浜
海
水
浴
場

再
開

か
わ
ま
ち
交
流
セ
ン
タ
ー

「
か
わ
べ
い
」オ
ー
プ
ン

か
わ
ま
ち
交
流
拠
点「
堤
防
一
体
空
間
」

供
用
開
始

令
和
２
年
度
ま
で
に

全
て
の
観
光
施
設
が
オ
ー
プ
ン

旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂

一
般
公
開
開
始

牡
鹿
地
域
拠
点
エ
リ
ア
観
光
物
産
交
流

施
設「
ｃｏ
ｔ
ｔｕ（
こ
っつ
）」・牡
鹿
半
島

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー（
環
境
省
事
業
）

オ
ー
プ
ン

雄
勝
硯
伝
統
産
業
会
館
、

雄
勝
観
光
物
産
交
流
館（
お
が
つ・た
な
こ
や
）

オ
ー
プ
ン

大
型
客
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス

初
寄
港

半
島
沿
岸
部
雄
勝
中
心
部
地
区・鮎
川
浜

地
区
拠
点
整
備
事
業
合
同
安
全
祈
願
祭

挙
行

い
し
の
ま
き
元
気
い
ち
ば
が
オ
ー
プ
ン

Reborn-Art Festival2017

開
催

か
わ
ま
ち
立
体
駐
車
場・バ
ス
駐
車
場
完
成

第
１
回
い
し
の
ま
き
復
興
マ
ラ
ソ
ン
開
催

川
開
き
祭
り
に
孫
兵
衛
船
競
漕
復
活

三
陸
復
興
国
立
公
園
に
新
た
に

気
仙
沼
か
ら
石
巻
の
区
間
が
編
入

Reborn-Art Festival×
ap bank fes2016

開
催

仙
石
線
・
仙
石
東
北
ラ
イ
ン
全
線
開
通

（
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
）

石
巻
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（一社
）石
巻
圏
観
光
推
進
機
構
設
立

１
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石巻市　復旧・復興10年間の歩み 東日本大震災から今年で10年が経過し、市では、さまざまな復旧 ・ 復興事業を行ってきました。
被災当時から現在までの取り組み ・ 出来事について紹介します。
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津波情報 気象情報 避難情報
自治体からの
緊急情報

担当者の説明をしっかり聞く参加者

検温や消毒など感染対策を徹底

テントなどを簡単に収容する方法も指導

手際良くパーティションを設置

テープなどを使い避難スペースを確保

日頃からの災害の備え

■あると便利なもの（東日本大震災のときに、役に立ったリスト）
　◆飲料水（砂糖の少ない飲料：甘いとのどが渇きやすい）
　◆医薬品など（とげ抜き、目薬など）、お薬手帳
　◆赤ちゃんのいる家庭ではミルク、ほ乳瓶、紙おむつなど
　◆日用品

■非常持出品（例）

非常持出品一覧（チェックリスト）
災害時に備え、非常食・飲料水、貴重品、救急医療品、懐中電灯などを各自で準備
しましょう。非常持出品は各ご家庭によって異なりますので、家族で良く話し
あって揃えましょう。

□入れ歯、老眼鏡（代替が難しい）
□ウエットティッシュ（止血、洗浄など）
□油性ペン（連絡、伝言など）
□粘着テープ（散乱ガラス除去など）
□ビニールシート（防寒、防水など）
□キッチン用ラップ（止血、防寒など）

□ごみ袋
□スリッパ、洗面用具
□使い捨てカイロ
□カセットコンロ
□紙コップ、紙皿
□予備の眼鏡

携帯ラジオ

予備の乾電池 マッチ・ライター スプーン・はし・カップ

下着・靴下ビニール袋非常食（3日分）防災頭巾・ヘルメット医薬品・常備薬

筆記用具・ノート

マスク 体温計
手指
消毒液

リュックサック 手袋 生理用品雨具 飲料水

現金（硬貨も）

ナイフ・缶切り 毛布または寝袋

タオル

懐中電灯
ティッシュペーパー
トイレットペーパー

登録方法は、お手持ちのスマートフォンや携帯電話から

文
字
デ
ー
タ
だ
か
ら

こ
ん
な
に
情
報
量
が
多
い
ん
で
す
！

サンプル画面

☎ 0180-992-506

防災無線の放送内容を電話で確認できます！
電話で確認したい方へ

災害情報テレホンサービス

＞＞登録している方、大変増えてます！＜＜
避難情報をしっかりキャッチ

災害メール
LINEに対応

を登録しよう！

●防災無線の音声が聞こえにくい
●聞き逃してしまった  など…

防災情報は音声から文字へ

暴風雨により…

●文字だから、聞き逃しなくしっかり
確認

　※避難所開設、冠水情報など
●大雨警報などの気象警報も配信
●新型コロナウイルス感染防止対策情

報や災害に関する手続きも配信

これまでは…

これからは…

登録方法は、お手持ちのスマートフォンからメール登録 LINE登録
公 式 ア カ ウ ン ト

石巻市

t-ishinomaki@sg-p.jp 「石巻市」 を
友だち登録

空メールを送信
送信後、ご案内メールが届きますので案内に従い登録してくだ
さい。届かない場合は「@sg-p.jp」からのメールを受信できるよ
うメールの設定変更が必要です。

↑ＱＲコードは
こちらからどうぞ

↑ＱＲコードは
こちらからどうぞ

■問 　危機対策課（内線4316）

石巻市防災士協議会　市と共催し初の開設訓練
コロナ禍でも万全な避難所に

　コロナ禍における安全で円滑な避難所の開設と運営
を目指し、石巻市防災士協議会は２月21日、市と共催
した初めての避難所開設訓練を市河北総合センター
「ビッグバン」で開催しました。新型コロナウイルス感
染症の感染予防対策として、消毒や検温を徹底した避
難者の受け入れ、３密回避を考慮した避難スペース確
保などの各種訓練を行い、大規模災害の発生に備えま
した。
　訓練には石巻市防災士協議会と市河北総合支所の職
員ら約80人が参加。「夕方に非常に強い台風が本市に
接近する可能性が高まった」との想定で、８班で編成し
た参加者を２グループに分けて実施しました。
　アリーナでは、ロープやテープを使って２㍍四方の
避難スペースを線引きし、そこに仕切りのパーティ
ションや屋根付きテントを設置したり、素早く撤収し
たりする訓練に取り組みました。ロビーでは消毒・検
温、受け付け、問診・発熱対応の各係を配置し、次々に訪
れる避難者を円滑に受け入れる訓練などを本番さなが
らに行いました。
　石巻市防災士協議会の井上達彦会長は「コロナ禍で
の避難所開設は、従来とは違う発想やより多くのマン
パワーが必要になります。今後は行政と連携した開設
訓練を他地区でも開催し、市内全体に災害に備える体
制を構築したいです」と話していました。 ■問　危機対策課（内線4312）
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通
行
止
め
区
間

通
行
止
め
区
間

門脇流留線から北を望む 国道398号から北を望む

　都市計画道路「渡波稲井線」が3月30日（火）に全線開通します。
　渡波稲井線は、渡波地区の国道398号と稲井地区の県道稲井沢田線を3本の橋とトンネルで結ぶ全長約3.5キロの路線で、山間部の「渡波稲井トンネル」は、延長
698㍍、幅10.75㍍で、上下各１車線の車道と片側に歩道を整備しました。
　全線開通により、水産加工業が集積する渡波・魚町地区と三陸自動車道とのアクセスが向上し、物流の強化や地域住民の利便性向上が図られるとともに、災害時
には沿岸部から内陸部への避難路および緊急輸送路の役目も担う災害に強い道路ネットワークが構築されます。
□問　都市計画課（内線5626）

　主要地方道石巻河北線（住吉町一丁目）の下水道工事に伴い、一部区間を
夜間通行止めによる交通規制を行いますので、迂回路をご通行ください。
　ご理解とご協力をお願いします。

　都市計画道路「石巻工業港運河線」のうち、今年度内に工事が完了する区間
の通行を開始します。
　残りの区間も、早期完成を目指し工事を進めていますので、ご理解とご協力
をお願いします。

　都市計画道路「矢本門脇線」は、東松島市矢本地区と石巻市門脇地区を連
絡する主要幹線道路（延長3.98㌔）で、定川を新たに横架する「定川復興大
橋」が完成し、３月23日（火）に全線開通します。
　石巻圏域内の安全・安心
な交通を確保し、石巻港か
らのアクセスの向上によ
り物流強化が図られ、産業
が活性化されるとともに、
住民の利便性向上や地域
交流の活性化が期待され
ます。

□問　県東部土木事務所　☎94-8786

□問　都市計画課（内線5614）□問　下水道建設課（内線5718）

規制期間　３月22日（月）～令和４年３月31日（木）
規制内容　夜間通行止め（午後11時30分～翌朝５時30分）

開通区間　大街道南四丁目～大街道西一丁目
開通日時　３月30日（火）　午前10時～

開通区間　渡波字新千刈～真野字東谷地
開通日時　３月30日（火）　午後３時～

開通日時　3月23日（火）　午後3時～

夜間通行止めのお知らせ

矢本門脇線「定川復興大橋」開通のお知らせ

渡波稲井線全線開通のお知らせ

石巻工業港運河線一部区間供用開始のお知らせ

国
道
３
９
８
号

県
道
稲
井
沢
田
線

石巻東消防署

（都）矢本門脇線 （都）門脇流留線（高盛土道路）

釜排水
ポンプ場

臨港道路

県
道

石
巻
港
イ
ン
タ
ー
線

定川大橋

（R元
.10.10復旧）

施 工 中

定川復興大橋

ＪＲ石巻線

両側歩道路

万石浦駅

渡波駅

片側歩道路

三陸自動車道（石巻女川インター）方面↑↑石巻市街地方面

↓女川方面国土地理院　電子国土webを使用し作成

国土地理院　電子国土webを使用し作成

↓女川方面

稲井幼稚園
稲井中学校
稲井小学校

渡波稲井トンネル

開通区間　（約2,700m）
開通済区間（約800m）
国道398号線
県道稲井沢田線

開通区間（約1,300m）
工事中
国道

迂回路 通行止め

供用開始区間

工
事
中

釜大街道線

既存の市道に接
続し、北北上運
河方面へ抜けら
れます。

拡大図

臨港道路

北北上運河

石
巻
工
業
港
曽
波
神
線

門脇流留線（高盛土道路 工事中）

石
巻
工
業
港
運
河
線（
開
通
区
間
）

釜
小学校

大街道
小学校

ドラッグ
セイムス
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古紙パルプ配合の再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。再生紙としてリサイクルできます。「ざつがみ類」として分別してください。

石 巻 市 役 所　〒986-8501　宮城県石巻市穀町14-1
　　　　　　　☎ 0225-95-1111　FAX 0225-22-4995
開  庁  時  間　午前８時30分～午後５時
ホームページ　https://www.city.ishinomaki.lg.jp/

市役所 ☎95-1111　　　　　河北総合支所 ☎62-2111
雄勝総合支所 ☎57-2111　　河南総合支所 ☎72-2111
桃生総合支所 ☎76-2111　　北上総合支所 ☎67-2111
牡鹿総合支所 ☎45-2111　　渡波支所 ☎24-0151
稲井支所 ☎95-2171　　　　荻浜支所 ☎90-2111
蛇田支所 ☎95-1442

発行　石巻市総務部秘書広報課（内線4784） FAX 0225-23-4340
編集／制作　三陸河北新報社
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市報いしのまき　復興特集号　令和３年３月15日発行

※機種によってアプリが
　必要な場合があります。
※通信料金がかかります。

QRコードを読み取って簡単に接続！

□問   秘書広報課（内線4784）

市のホーム
ページを携帯
やスマホでも
見られます

スマート
フォン用

ごみだしアプリ

 ○申請する方全員　※⑴～⑶の所定様式は窓口に設置
⑴　東日本大震災被災者住宅再建事業補助金交付申請書（所定様式） 
⑵　個人情報確認等同意書（所定様式）
⑶　市区町村税などの完納証明書等（所定様式）
⑷　再建した住宅に居住している全員の記載のある住民票（住民票謄本）
⑸　り災証明書
⑹　費用を負担した方の住民票（費用を負担した方が再建した住宅に居住していない場
合に限る）

⑺　費用を負担した方と被災住宅に居住していた方との関係が分かる戸籍謄本（費用を
負担した方が再建した住宅に居住していない場合に限る）

⑻　申請する方の預金通帳の写し
⑼　手続きする方の身分証明書の写し
⑽　住宅の建設もしくは購入または被災住宅の補修に係る契約書、内訳書、請求書および
領収書の写し（利子補給補助の場合は領収書の添付を省略可）

⑾　住宅用地の購入に係る契約書および領収書の写し（利子補給補助の場合は領収書の
添付を省略できる）

⑿　申請する方の印鑑（認印可、スタンプ印不可）

⑴　東日本大震災により全壊、大規模半壊または半壊のり災判定を受けた住宅、または東
日本大震災の発生時（平成23年3月11日）に災害危険区域にある住宅に自己または
親族が居住していた方

⑵　市内（災害危険区域で被災された方にあっては市外でも可。ただし、復興公営住宅入
居後は市内のみ可）で被災住宅に代わる住宅の建設もしくは購入を行った方、または

被災住宅の補修を行った方で再建した住宅に居住する方 
⑶　市税など（市民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）に滞納がない方
⑷　暴力団員などでない方
※他市町村で被災し、本市に転入する方（詳しくは問い合わせください）

※復興公営住宅等移転（引っ越し）補助金を受給後に住宅を再建した場合、差額申請（市内再建のみ）を受けることができます。詳しくは問い合わせください。

受付時間　午前９時～午後４時　※土日 ・ 祝日を除く

※津波浸水区域：「平成23年度固定資産税及び都市計画税の課税免除指定区域」

※上限額に満たない場合、上限額が78万円を限度に移転費用などを補助
※取得費用補助および補修費用補助の場合、生活再建支援金（加算支援金）などを
控除した額

 ○利子補給補助を申請する場合
 ・ 金銭消費貸借契約書の写し（特約を組んでいる場合は併せて特約書の写し）
 ・ 返済予定明細表の写し
 ・ 再建した住宅および購入した土地の登記事項証明書（借入状況が確認できない場合は
住宅ローンの返済が確認できる預金通帳の写し）

 ○取得費用補助を申請する場合
 ・ 再建した住宅および購入した土地の登記事項証明書
　（未登記の場合は建築確認検査済証）

 ○移転費用補助を申請する場合
 ・ 再建した住宅への引っ越し代金および登記費用などの領収書の写し

 ○かさ上げ費用補助を申請する場合
 ・ かさ上げ工事にかかわる設計図書（位置図、平面図、かさ上げ前後の断面図、構造図など）
 ・ 現況写真（かさ上げ工事後の状況などが分かるもの）
 ・ かさ上げ工事の契約書、内訳書および領収書の写し

東日本大震災により被災した住宅の復興のため、住宅を再建される方に住宅再建費用などの一部を補助します。

かさ上げ工事の補助対象について
⑴宅地のかさ上げ工事 ⑵かさ上げに伴う擁壁工事

⑶高基礎工事 ⑷曳家または揚家工事

宅地の盛土工事を
行った場合

宅地の盛土工事に
伴い、擁壁を築造
した場合

地盤面から50㌢
以上の高さの基礎
を築造した場合

現地盤より
50㌢以上
の高さの基
礎を築造し
たとき

現地盤

既存の基礎より高
く基礎を立ち揚げ
る曳家または揚家
工事を行った場合

 ３．申請書類

 １．対象者.（以下の全てに該当する方）

 ２．補助金の額

スタート（再建方法が建設・購入または補修の方）

住宅再建事業補助金

東日本大震災で被災しましたか？
はい いいえ

建設または購入
利子補給補助 取得費用補助
上限額444万円 上限額250万円

補修
利子補給補助 補修費用補助
上限額150万円 上限額100万円

利子補給補助 取得費用補助
上限額544万円 上限額350万円

かさ上げ費用補助　※津波浸水区域内
上限額100万円

被災した住宅は災害危険区域内ですか？
はい、区域内です いいえ、区域外です

住宅再建事業補助金申請までのステップ

契約前の事前相談　　 　申請
①　完成引き渡し登記完了が令和４年２月15日以前であることの確認
②　住まいの建設購入の予算（概算）
③　契約を前提とした業者の報告
④　補助金を申請する時期の申告
※１　いかなる場合においても、令和４年２月15日を過ぎての補助

金申請はできません。
※２　予算の範囲を超えた場合は、申請期限前に終了することがあ

ります。

再建した場所は市内ですか？
はい いいえ

り災判定は半壊以上
（全壊・大規模半壊・半壊）ですか？
はい いいえ

東日本大震災で被災された方を対象とした住宅再建支援事業

東日本大震災被災者住宅再建事業補助金 事前相談期限：令和３年８月31日　　申請期限：令和４年２月15日

〈住宅再建における補助対象判定〉

補助対象外

補助対象外

現地盤
既存地盤

現地盤

かさ上げ費用補助は、家屋を建設購入した方が対象

と  こ  ろ　市役所３階生活再建支援課（36番窓口）　※各総合支所では申請できません。
申請方法　電話で予約し、申し込みください。 　□申   ・ □問  　生活再建支援課（内線4761・4762）


